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第１１２８回教育委員会会議録 

 

１ 日 時 令和３年６月１１日（金） 午前１０時００分～午前１２時００分 

 

２ 場 所 教育委員会室 

 

３ 出席者 豊北教育長 南部委員 原委員 山本委員 森下委員 横井委員 

      油谷学校教育監 萩原副部長 山﨑副部長（高校教育）  

髙橋教育政策課長 竹澤教職員課長 川崎義務教育課長  

中村生涯学習・文化財課長 河瀬保健体育課長  

 

４ 議 題 

日程第１ 第４号議案 令和３年度福井県立高等学校後期編入学者選抜実施要項     

           （定時制の課程および通信制の課程）の制定について 

 

日程第２ 第５号議案 令和４年度使用義務教育諸学校教科用図書採択についての基準、 

選定資料および採択目録の決定について 

 

日程第３ 第６号議案 福井県スポーツ推進審議会委員の任命について 

   

５ 審議事項 

（１）開会宣告 午前１０時００分 

 

（２）会議録署名人の指名 山本委員 森下委員 

 

（３）議事要録 

 

教育長    本日の日程第２ 第５号議案および日程第３ 第６号議案、協議報告事項の１

から６については、事務執行上、公開が適当でないことから、非公開とする旨発

議。 

 

――――当該議案を非公開と決する―――― 

 

 

教育長    日程第１、第４号議案を議題 

 

副部長（高校教育） 資料に基づき説明 

 

南部委員   外国の高校に通っていて９月から編入する場合、単位の扱いはどのようにな

るのか。１年間学んできたものとして扱われるのか。 

 

副部長（高校教育） どういう科目で学んできたかという結果を受け取って、日本の学校の単位

としてどういう単位に相当しているかを全部見ていく。外国で学んできた勉

強内容のうち、学校の単位として認定できる部分とできない部分をはっきり

させた上で、あとどれぐらい単位を取る必要があるかなどを確認していく。 



 ２ 

 

南部委員   例えば、高校１年生の１年間を海外で過ごすと、７月に年度が終わる。後期

の９月から春まで半年間、日本の学校に２年生として在籍すると、２年生が

修了になるのか。 

 

副部長（高校教育） 日本人学校に通っている子どもは、全日制の高校に入りたいと希望するこ

とが普通だと思う。そういった場合は、親や生徒とよく話をして、何年生に

入るのかについても相談していく。その子にどう対応することが受け入れ側

の学校としていいのかという話をしていかなければならない。単位数の問題

もあるし、日本に戻って大学進学も考えていると思うので、そういったこと

も含めて、検討していくという形である。 

 

南部委員   ある程度単位が取れていると大学受験のときにギャップが生まれると思うが、

どうであるか。 

 

副部長（高校教育） １年下の学年への編入を選択する生徒もいれば、その逆も当然いて、ケー

スバイケースである。あくまでも本人と親の希望を優先的に考え、それにど

れくらい答えられるかというところである。 

 

学校教育監  県内の県立学校はすべて２学期制である。カリキュラムも１年間ではなく、

半期ごとに単位を認める仕組みになっているため、途中から入ってきても後

期分で単位を認めるという形である。そういった子については、他の子と違

うような形でかなり柔軟に時間割を組んでいくというように、その子にあわ

せて校長が判断する仕組みになっている。 

 

原委員    例年、何名くらい編入するのか。 

 

副部長（高校教育） 年によって随分変わるが、昨年はコロナの影響で４月５月が休校になった

影響もあってか、ぐっと数が少なかった。 

 

学校教育監  昨年は通信の生徒のみで、定時制はなかった。外国の例があったが、実際に

は県内の高校を中退した子どもが再チャレンジということで受ける割合が多

い。 

 

原委員    この議題は、定時制、通信制の編入制度であるが、途中で全日制に入りたい

場合は、個別個別でどうするかを決めていくのか。 

 

学校教育監  全日制に編入したい子どもは、各学校で、おそらく学期の区切りごとに個別

対応している。 

 

教育長    第４号議案について、原案に対する異議の有無を確認 

 

――――原案どおり可決―――― 

 

 

教育長    日程第２、第５号議案を議題 



 ３ 

 

副部長（高校教育） 資料に基づき説明 

 

教育長    第５号議案について、原案に対する異議の有無を確認 

 

――――原案どおり可決―――― 

 

 

教育長    日程第３、第６号議案を議題 

 

スポーツ課長 資料に基づき説明 

 

教育長    第６号議案について、原案に対する異議の有無を確認 

 

――――原案どおり可決―――― 

 

 

◎協議・報告事項 

 

（１）県立学校における新学科設置について 

 

 

（２）福井県中高一貫教育検証委員会について 

 

 

（３）令和４年度福井県立高等学校入学者選抜一般入学者選抜学力検査の出題範囲について 

 

 

（４）教員採用選考試験の出願状況について 

 

 

（５）文部科学大臣表彰の推薦について 

・社会教育功労者表彰 

 

 

（６）国名勝の選定について 

 

 

 

教育長    本日の会議の終了を宣言 

 

 

 

 

６ 閉会宣言 午前１２時００分 

 


